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【 児童発達支援事業 伊達市ひまわり園 重要事項説明書 】 

＜令和 7年 4月 1日現在＞ 

 

１．事業所の概要 

事 業 所 の 名 称 伊達市ひまわり園 

事 業 所 の 所 在 地  福島県伊達市保原町富沢字羽山 5-3 

実 施 主 体  社会福祉法人 伊達市社会福祉協議会 

種類及び事業所番号 

平成 25年 4月 1 日指定 

 児童発達支援 

 福島県 ０７５７２０００１９ 

事業所の運営方針 

 利用者が日常生活における基本的動作を習得し、並びに集団生活に適応 

 することができるよう、利用者の身体及び精神の状況並びにその置かれ 

ている環境に応じて適切かつ効果的な指導及び支援を行うものとする。 

管 理 者  園長 塚本亜津子 

連 絡 先  電 話 番 号 024-576-6978 ＦＡＸ番号 024-574-2056 

サービス提供地域  伊達市全域、伊達郡、福島市 

定 員  1日 10名 

 

２．営業時間 

営 業 日 
月曜日～金曜日（ただし、国民の祝日及び 12月 29日から 1月 3日まで 

及び管理者が必要と認める休日を除く） 

営 業 時 間 午前 8時 30分～午後 5時 30分 

サ ー ビ ス 提 供 日 
月曜日～金曜日（ただし、国民の祝日及び 12月 29日から 1月 3日まで 

及び管理者が必要と認める休日を除く） 

サービス提供時間 
午前 9時 30分～午後 1時 

午後 3時 30分～午後 5時 

 

３．職員体制と職務内容 

職  種 
員  数 

職務内容 
専従 兼務 

園 長 （ 管 理 者 ）  1 職員及び業務の管理、その他の管理を一元的に行う。 

児童発達支援管理責任者 1  利用申込みに係る調整、児童発達支援計画の作成を行う。 

保 育 士 1  利用者及び利用者の保護者に対し適切な指導を行う。 

児 童 指 導 員 3 1 利用者及び利用者の保護者に対し適切な指導を行う。 

心   理   士 1  利用者及び利用者の保護者に対し適切な指導を行う。 

 

 



2 

４．サービス内容と利用料金 

（１）サービス内容 

事業所は、サービスを提供するにあたり、利用者の通所受給者証に記載された児童発達支援の

支給量と利用者の意向や心身の状況を踏まえて、具体的なサービス内容やサービス実施日を記載

した児童発達支援計画を作成します。 

児童発達支援計画の作成に当たっては、原案の内容を利用者及び利用者の保護者に対し説明し、

文書により同意を得た上で、作成した児童発達支援計画を保護者に交付します。 

児童発達支援計画の作成後、６ヶ月に１回以上見直しを行い、必要に応じて変更を行います。 

 また、利用者の体調等の理由により児童発達支援計画で予定されていたサービスの提供が困難

な場合は、利用者及び利用者の保護者の同意を得てサービス内容を変更します。 

 

児童発達支援計画に基づき提供されるサービス内容については以下のとおりです。 

①基本事業 

    ア．日常生活における基本的な動作の指導及び習得 

    イ．集団生活への適応訓練 

    ウ．保護者に対する相談等 

    エ．その他必要な支援 

     

   ②家庭連携サービス（家庭連携加算） 

    利用者の保護者と事前に日程調整をした上で、職員が家庭を訪問し、利用者や家族への支援・

指導を行う。 

    

③訪問支援サービス（訪問支援特別加算） 

    継続して利用する利用者が連続して５日間利用しなかった場合、職員が居宅を訪問して相談支

援を行う。 

 

   ④関係機関連携サービス（関係機関連携加算） 

    利用者が通う保育所等関係機関と児童発達支援計画に関する会議を開催し、連絡調整及び相談

援助を行う。 

 

（２）利用料金について 

    サービスの利用に対しては、通常 10 割が障害児通所給付費の給付対象となります。事業所が

障害児通所給付費を代理受領しますので、利用者は利用者負担分としてサービス利用料金は、無

償化となっています。ただし、サービス利用に係る実費負担金を事業所に支払うものとします。 
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（３）サービス利用料金 

 

①利用料金表（1回につき） 

    利用料金 利用者負担額 

基本事業 

0.5時間以上 1.5時間以下 ９，０１０円  

無料 

(市・町・村で

支払います) 

無償化 

1.5時間以上 3時間以下 ９，２８０円  

3時間以上 5時間以下 ９，８００円  

児童指導員等 

加配加算 

常勤専従・経験 5年以上 １，８７０円  

常勤専従・経験 5年未満 １，５２０円  

常勤換算・経験 5年以上 １，２３０円  

常勤換算・経験 5年以上 １，０７０円  

その他の従業員を配置 ９００円  

専門的支援体制加算 １，２３０円  

福祉専門職員配置加算（Ⅲ） ６０円  

個別サポート加算Ⅰ １，２００円 

個別サポート加算Ⅱ １，５００円 

家族支援加算 
（Ⅰ）事業所等個別相談援助 １，０００円 

（Ⅱ）事業所等グループ相談援助 ８００円 

子育てサポート加算（月 4回限度） ８００円 

延長支援加算  

１時間以上２時間未満 ９２０円 

２時間以上 １，２３０円 

３０分以上１時間未満（利用者都合） ６１０円 

関
係
機
関
連

携
加
算 

保育所や学校等 
個別支援計画を作成等 ２，５００円 

会議等による情報連携 ２，０００円 

児童相談所、医療機関等 会議等による情報連携 １，５００円 

就学先・就職先 連絡調整 ２，０００円 

利用者負担上限額管理加算 １，５００円 

欠席時対応加算（月 4回限度） ９４０円  

送迎加算（片道） ５４０円  

処遇改善加算 
利用者負担額 

の１１．８％ 

 

②実費料金表 

項  目 説  明 料  金 

入園時準備費 入園に際し必要な帽子・シール帳ファイル代 1，０００円  

教材費 教材費（年間） ２，０００円  

おやつ代 おやつ代（1回） １００円  

送迎代 保原町中央交流館(1回) ５０円  

その他 行事費・会食会費・社会体験費 実費分 
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（４）利用料金の支払いについて 

実費負担額は、1ヶ月ごとに計算し、利用月の翌月 15日に請求書を発行します。利用者は、事

業者から請求を受けたら、下記のいずれかの方法でお支払いください。 

   ①口座振替による支払い 

福島県内に本店がある銀行をご利用の場合は毎月 25 日に口座振替となります。それ以外の

銀行（福島県外に本店がある銀行）及びゆうちょ銀行をご利用の場合は毎月 27 日に口座振替

となります。 

 

②現金による支払い（毎月 27日までに事業所へ直接お支払いください） 

 

５．サービス利用に当たっての留意事項 

サービスの提供を受ける際は、次に掲げる事項にご留意ください。 

（１）利用する際に、保護者は利用者の利用当日の健康状態等を職員に説明し、利用者が心身の状況に

応じたサービスの提供を受けられるようにすること。 

 

（２）通所受給者証の記載事項に変更があった場合（住所、利用者負担額、支給量などの変更）は速や

かに事業所に申し出ること。 

   また、事業所の職員から通所受給者証を確認するために提示を求められた場合は提示すること。 

 

（３）その他、事業所の管理及びサービスの提供のため必要な指示に反する行為をしないこと。 

 

６．サービス実施の記録について 

（１）サービス実施記録の確認 

    事業所では、サービス提供ごとに実施日時及び実施したサービス内容等を記録し、利用者及び

利用者の保護者にその内容をご確認していただきます。 

サービス実施記録の内容に対してご意見があればいつでもお申し出ください。 

    なお、児童発達支援計画及びサービス実施記録については、サービス提供日より 5年間保存し

ます。 

 

（２）利用者の記録や情報の管理、開示について 

    事業所では、関係法令及び社会福祉法人伊達市社会福祉協議会個人情報保護規程に基づき、利

用者の記録や情報を適切に管理し、利用者及び利用者の保護者の求めに応じてその内容を開示し

ます。（開示に際しては実費を負担してコピーをすることができます） 

 

（３）事業における自己評価結果等の公表について 

    本会ホームページ及び事業所内に掲示します。 
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７．守秘義務の徹底 

利用者及び利用者の家族の方のプライバシーは固く守ります。また、個人情報の使用については、

契約時に取り交わす個人情報使用同意書のとおり最低範囲内に限定します。 

 

８．緊急時の対応 

サービス提供中に利用者にケガまたは病状の急変が生じた場合、その他緊急事態が生じた場合は、

速やかに保護者へ連絡いたします。保護者による主治医への連絡等が困難な場合に限り、主治医へ

の連絡を行う等の必要な措置を行います。 

 

９．事故発生時の対応 

事業所は、児童発達支援の提供により事故が発生した場合は、速やかに関係機関、保護者に連絡

を行うとともに、事故対応責任者を決め、適切に対応します。 

また、賠償すべき事故が発生した場合は、誠意をもち速やかに損害を賠償します。損害の賠償に

ついては、原則として事業所が加入している保険の範囲とします。 

 

１０．非常災害対策 

   事業所は、非常災害に関する具体的計画を立て、非常災害時の関係機関への通報及び連絡体制を

整備し、それらを定期的に職員に周知するとともに、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行い

ます。 

 

１１．虐待防止のための措置について 

   事業所は、利用者等の人権の擁護・虐待の防止等のために、「障害者虐待の防止、障害者の養護

者に対する支援等に関する法律（平成 23 年法律第 79 号）」を遵守するとともに、下記の対策を講

じます。 

① 従業者に対する虐待防止を啓発･普及するための研修を実施しています。 

② 虐待の防止のための対策を検討する委員会を設置するとともに、委員会での検討結果を従業者

に周知徹底いたします。 

   ③虐待防止に関する責任者を設置しています。 

    虐待防止に関する責任者 園長 塚本亜津子 

 

１２．身体拘束等適正化の推進について 

   事業所は、身体拘束等の適正化を図るため、次に掲げる措置を講じます。 

   ①身体拘束等を行う場合には、その態様及び時間、その際の利用者の心身の状況並びに緊急やむ

を得ない理由その他必要な事項を記録いたします。 

   ②身体拘束等の適正化のための対策を検討する委員会を定期的に開催いたします。 

   ③身体拘束等の適正化のための指針を整備いたします。 

   ④従業者に対し、身体拘束等の適正化のための研修を定期的に実施いたします。 
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１３．苦情等の受付について 

（１）サービスに対する苦情の受付 

サービス提供に関する利用者及び利用者の保護者並びにその家族からの苦情に迅速かつ適切

に対応するために、苦情を受付けるための窓口を設置いたします。 

 

○苦情受付窓口（担当者） 

   園長 塚本亜津子  電話 024-576-6978 

○受付時間 

   月曜日～金曜日 午前 8時 30分～午後 5時 30分 

○苦情解決責任者 

 社会福祉法人 伊達市社会福祉協議会 事務局長兼総務課長 安田 章弘 

 

（２）第三者委員 

    事業所では、地域にお住まいの以下の方を第三者委員に選任し、地域住民の立場から事業所の

サービスに対するご意見などをいただいております。利用者は、事業所への苦情やご意見を第三

者委員に相談することもできます。 

   ＜第三者委員＞ 

氏  名 電  話 

小野 正光 024-576-3722 

田代 孝之 024-572-2697 

吉田 惠子 024-583-2525 

 

（３）行政機関その他苦情受付期間 

   ○伊達市福祉事務所（社会福祉課障がい福祉係） 

    所在地：福島県伊達市保原町字舟橋 180 

    電 話：024-575-1274  ＦＡＸ：024-576-7199 

   ○福島県運営適正化委員会（福島県社会福祉協議会） 

    所在地：福島県福島市渡利字七社宮 111 

    電 話・ＦＡＸ：024-523-2943 

 

１４．ハラスメントについて 

  当事業所で働く職員の安全確保と安心して働き続けられる労働環境が築けるようハラスメン

トの防止に向け取り組みます。 

 

①事業所内において行われる優越的な関係を背景とした言動や、業務上必要かつ相当な範囲を超え

る下記の行為は組織として許容しません。 

（1）身体的な力を使って危害を及ぼす（及ぼされそうになった）行為 

（2）個人の尊厳や人格を言葉や態度によって傷つけたり、おとしめたりする行為 

（3）意に沿わない性的言動、好意的態度の要求等、性的ないやがらせ行為 

 上記は、当該法人職員、取引先事業者の方、ご利用者及びその家族等が対象となります。 
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②ハラスメント事案が発生した場合、マニュアルなどを基に即座に対応し、再発防止会議等により、

同時案が発生しない為の再発防止策を検討します。 

③職員に対し、ハラスメントに対する基本的な考え方について研修などを実施します。また、定期

的に話し合いの場を設け、現場におけるハラスメント発生状況の把握に努めます。 

④ハラスメントと判断された場合には行為者に対し、関係機関への連絡、相談、環境改善に対す

る必要な措置、利用契約の解約等の措置を講じます。 

 

 

１５．感染症対策について 

当事業所において感染症が発生し、又はまん延しないように、次に掲げる措置を講じます。 

①職員の清潔の保持及び健康状態について、必要な管理を行います。 

②当事業所の設備及び備品等について、衛生的な管理に努めます。 

③当事業所における感染症の予防及びまん延の防止のための対策を検討する委員会をおおむね６

月に１回以上開催するとともに、その結果について、従業者に周知徹底しています。 

④当事業所における感染症の予防及びまん延防止のための指針を整備しています。 

⑤従業者に対し、感染症の予防及びまん延防止のための研修及び訓練を定期的に実施します。 

 

 

１６．業務継続に向けた取り組みについて 

①感染症や非常災害の発生時において、利用者に対するサービスの提供を継続的に実施するための、

及び非常時の体制で早期の業務再開を図るための計画（業務継続計画）を策定し、当該業務継続計

画に従って必要な措置を講じます。 

②従業者に対し、業務継続計画について周知するとともに、必要な研修及び訓練を定期的に実施し

ます。 

③定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて業務継続計画の変更を行います。 
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児童発達支援のサービス提供開始にあたり、利用者に対して本書面に基づいて重要事項を説明し配布

いたしました。 

 

説明・配布日  令和   7年  4 月  1 日 

 

 

事  業  所  所 在 地  福島県伊達市保原町富沢字羽山 5-3 

         事業所名  伊達市ひまわり園 

         園  長  塚本 亜津子 

        説明者氏名  塚本 亜津子       印 

 

 

私は、本書面により事業所から児童発達支援についての重要事項の説明を受け、サービス提供開始に

同意いたします。 

 

利用者  住  所                              

 

     氏  名                  印 

 

保護者  住  所                              

 

氏  名                  印 

 


